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第３号

（伊興町自連 Ikou Choujiren）

小口 武男 Koguchi Takeo

伊興町自連相談役、西新井四丁目諏訪木町会長

昭和14年生まれ、85歳。趣味は

「仕事」という現役の金物製作

職人。地下鉄の中吊り広告金具、

特急電車の折り畳みテーブル金

具など身近なものから、国の重

要文化財の錠前まで多種多様な

金物を手がけてきた。頼まれた

仕事は断らず、途中で諦めたこ

とも無い。必要な工具があれば

自らオリジナルで作る徹底ぶり。

「
住
み
良
い
地
域
に
し
た
い
」
と
い
う
一
心

で
会
長
を
務
め
て

年
。
ま
ず
は
、
「
近
隣
の

人
た
ち
が
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
が
大
切
」
と

考
え
、
町
会
員
に
声
を
か
け
自
宅
で
定
期
的
に

囲
碁
大
会
を
し
た
り
、
お
花
見
や
旅
行
な
ど
イ

ベ
ン
ト
を
催
し
た
。
お
か
げ
で
「
皆
で
助
け
合

え
る
」
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

金
物
製
作
の
職
人
と
し
て

年
以
上
の
キ
ャ

リ
ア
が
あ
る
小
口
会
長
。
茨
城
県
か
ら
上
京
し
、

鋳
造
工
場
や
建
築
金
物
工
場
で
修
行
後
、

代

で
独
立
し
て
足
立
区
へ
。
自
宅
兼
工
場
を
建
て
、

町
会
に
入
会
し
た
。
様
々
な
部
長
を
歴
任
し
、

対
外
的
な
調
整
の
手
腕
を
買
わ
れ
会
長
に
な
っ

た
の
は

歳
。

歳
の
時
に
は
伊
興
町
自
連
の

連
合
会
長
を
務
め
た
。

台
の
加
工
機
械
が
常
時
フ
ル
稼
働
に
な
る

ほ
ど
忙
し
か
っ
た
頃
も
奥
様
を
は
じ
め
町
会
役

員
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
会
長
職
も
疎
か

に
し
な
か
っ
た
。

一
昨
年
、
区
制

周
年
を
迎
え
た
足
立
区
と

同
い
年
で
あ
る
。
そ
し
て
、
約

年
も
の
間
、

自
治
会
の
役
員
を
務
め
て
き
た
。
会
長
に
な
っ

て

年
が
経
つ
。

昭
和

年
８
月
、
西
新
井
第
三
団
地
が
で
き

た
当
初
か
ら
団
地
の
自
治
に
参
加
。
昭
和

年

４
月
の
自
治
会
発
足
時
に
事
務
局
長
に
就
任
し

た
。
以
降
も
副
会
長
、
会
長
と
歴
任
。
伊
興
町

自
連
に
お
い
て
も
特
別
相
談
役
と
し
て
管
内
の

町
会
・
自
治
会
長
か
ら
頼
ら
れ
て
い
る
。

会
長
に
な
っ
た
の
は
団
地
建
替
え
の
折
。
住

民
の
様
々
な
要
望
に
つ
い
て
、
団
地
を
管
理
す

る
Ｕ
Ｒ
と
の
調
整
役
を
務
め
た
ほ
か
、
敷
地
内

で
の
引
っ
越
し
を
取
り
ま
と
め
て
業
者
と
の
交

渉
も
担
当
し
た
。
さ
ら
に
、
季
節
の
花
々
が
咲

き
誇
る
自
治
会
花
壇
の
整
備
を
始
め
た
中
心
人

物
の
一
人
で
も
あ
る
。
区
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞

回
な
ど
入
賞
を
重
ね
る
見
事
な
花
壇

は
住
民
間
の
結
束
力
を
強
固
に
し
て
き
た
。

会
長
職
は
「
よ
ろ
ず
相
談
役
」
。
鍵
の
紛
失

時
の
対
応
や
区
の
担
当
窓
口
な
ど
住
民
か
ら

様
々
な
相
談
事
が
寄
せ
ら
れ
る
。
モ
ッ
ト
ー
は

「
即
刻
回
答
」
。
迅
速
に
答
え
ら
れ
る
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
相
談
内
容
や
様
々
な
連
絡
先
を
ま

と
め
た
メ
モ
が
あ
る
か
ら
。
例
え
分
か
ら
な
い

こ
と
で
も
そ
の
場
で
す
ぐ
に
調
べ
る
。

自
治
会
は
「
お
互
い
様
の
精
神
が
大
切
。
同

じ
団
地
に
住
む
ご
縁
が
あ
る
皆
で
力
を
合
わ
せ

た
お
か
げ
で
花
壇
が
で
き
て
、
さ
ら
に
団
地
内

外
の
皆
が
喜
ん
で
く
れ
る
。
あ
り
が
た
い
ね
」
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

近
隣
で
助
け
合
え
る
関
係
に

約

年
、
自
治
会
に
尽
力

お
互
い
様
の
精
神
を
大
切
に

町
会
入
会
は
「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
」
と

考
え
る
。
東
日
本
大
震
災
や
台
風
で
避
難
所
を

開
設
し
た
際
に
も
避
難
所
運
営
本
部
と
し
て
部

員
を
ま
と
め
た
。
避
難
し
て
き
た
町
会
員
が

「
会
長
が
い
て
く
れ
る
と
安
心
」
と
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
も
。
地
域
内
で
火
事
が
あ
っ
た
際
に

は
町
会
会
館
（

）
を
宿
泊
場
所
と
し
て
開
放
。

「
怪
我
を
し
た
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と
に
救
わ

れ
た
」
と
振
り
返
る
。
会
長
と
し
て
「
ず
っ
と

地
域
を
見
守
っ
て
き
た
。
今
後
も
皆
が
安
心
で

き
る
よ
う
事
件
・
事
故
０
を
目
指
し
た
い
」
。

上記QRコードを
読みとってください

ページ内の
加入申込み
専用フォーム
に入力

自分のエリアの町会・自治会員をご存知の方は
直接お申込みください。

※

（都営・区営住宅は入居時にご案内します）

平井 利治 Hi

伊興町自連特別相談役、西新井第三団地自治会長

昭和7年生まれ、91歳。趣味は

音楽鑑賞。こだわり抜いて揃え

たオーディオ機器で音楽を鳴ら

しリラックスするのが至福のひ

ととき。お気に入りはクラシッ

クやジャズ、美空ひばり。「機

材がしっかりしていると音量が

控えめでも音に深みが出る。素

晴らしいよ」と音楽を楽しみな

がらも近隣への配慮を忘れない。

地域の団結で

安心を！

町
会
で
保
有
す
る
集
会
所

rai Toshiharu
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※伊興英知自治会（伊興町自連未加入）

伊興仲町会 副会長 照井辰美さん
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イロハのいこう 「伊興の「い｣は、い･ろ･はの「い｣、一番始めにできたところ、興ったところ、という意味｡いい名前。」
（狭間道プチテラス（東伊興4-2-3）壁面「伊興昔話あれこれ」より）

役員になったのは15年前、56歳の頃。青少年対策部長を長

く務め、２年前には副会長に。地域の子どもたちの活動を支

援する団体でも役員を務めるほか、野球やソフトボールの

チームにも複数所属。さらに、消防団員も務める。とにかく

「多くの人と関わるのが楽しい」という照井さん。

町会活動に積極的なのは、隣近所で助け合うことが当たり

前の環境で育ってきたから。「いざという時家族のそばにい

15

11

７

られなくても近所で頼れる関係があ

ると安心」。活動実績が信頼につな

がり、横山会長にとっても「安心し

てお任せできる副会長」。課題は、

町会員数の減少と役員の担い手不足

だが、自らの姿で「町会の大切さと

楽しさを伝えたい」と頼もしい。

平成13～17年度までは伊興

町自連の連合会長も務め、現

在は当町自連の顧問である。

「地域のつながりに助けられ

てきたからこそ、若い人にも

町会・自治会の心強さを知っ

てほしい。何よりの安心だ

よ」と語る御年93歳の大先輩。

地域を見守る眼差しは会長時

代と変わらず優しく、熱い。

コロナ禍で開催できなかった「納涼盆踊り大会」を今年度

は「秋まつり」として開催することができた。こうした地域

の情報はインターネットで見つけることが難しい。だからこ

そ、自治会の「掲示板」や「回覧板」で迅速かつ確実に伝え

たいという 田会長。地域のイベント等で顔を合わせる日頃

のつながりがあれば、いざという時にも助け合える。

今進めているのは防犯カメラの設置。今年3月までに10台に

し、さらに安心して暮らせる地域を目指す。仲間も募集中！

堀之内晴信会長が

振り返る！

伊興南町会の「屋台メシ」が凄い。まずは左の餅つき大会のチラシを

見てほしい。豚汁、焼きそば、焼き鳥…と並ぶ。盆踊り大会でも、焼き

鳥をはじめとした５種もの屋台が大行列に。すべて100円または200円と

激安、しかも美味。人気は焼き鳥で盆踊り大会の際は2日間で5,000本が

完売した。なんと、これらの屋台メシは全て町会員が手がけている。

地域の皆さんのために「自分たちの手で屋台を！」と発起してから約

10年。前会長の働きかけで、足立区と災害協定を締結するきっかけに

なった茨城県下妻市との交流も美味しい食材を求めた姿勢がご縁となっ

た。同市での親子農業体験ツアーも毎年実施し、地域内外で今も絆をつ

ないでいる。

コロナ禍が落ち着き、近隣の皆さんと

顔を合わせる機会も増えてきた。ここ数

年、中止が続いていた当町自連の事業も

本格的にスタートしている。伊興地区対

との合同開催である10月の大運動会も開

催に向け着実に準備を進めていたが、雨

天により中止。一方、11月のバス研修は

写真のとおり晴天に恵まれ、雲一つ無い

富士山を臨むことができた。地元の人に

よると数か月ぶりだとか。当町自連の幸

先の良さを感じ、皆で地域を盛り上げて

いく思いを新たにした。

平成17年の悲しい踏切事故を繰り返さないように多くの

方々が力を合わせ、令和4年3月20日ついに鉄道高架化が実現

した。当アパートは竹ノ塚駅前の線路沿いにあり、皆で工事

の進捗を見守ってきたので感慨深い。

現在も駅や線路周辺の工事は続き、昨年3月30日に駅前の東

西エリアを結ぶ跨線橋代替通路が開通。行き来が大変便利に

なった。そして、昨年11月24日には当アパートと線路間の道

路も整備された。新しくなった周辺地域を自治会の皆で協力

して清掃しながら、気持ち良く往来できるようにしたい。

跨線橋代替通路が
開通しました １３

コロナ禍落ち着き
町自連事業も本格化

桐淨子会長の

レポート！

田憲次会長、

歓迎！

３ 伊興五丁目アパート自治会

蓮波靖子会長の

レポート！

伊興町自連顧問伊興北町会元会長（平成2～17年度）髙橋清さん1

取材：原富雄会長

金子会長の趣味は水彩画。生まれ育った群馬県のような美

しい自然を求め、近隣の風景を描いてきた。毎年、区で公募

している「あだち区展」にも長年参加している。

今回ご紹介するのは、荒川と五色桜大橋を臨むスポット。

伊興エリアから車で約15分の場所にある。おすすめは新緑の

季節。青々とした緑や川が流れる様と雄大な橋のコラボレー

ションが楽しめる。撮った写真を見ながら、自宅でじっくり

と描くのが金子会長流。ひとしきり風景を眺めた時間がある

からこそ、その美しさを絵画に反映したいという思いが生ま

れる。「足立区には描きたくなる風景がたくさん。みんなに

▲金子会長が描いた
「荒川と五色桜大橋」

横山勝吉会長推薦！

伊興町アパート自治会

描きたくなる風景を求めて

伊興町第２アパート自治会

出身は福井県。伊興エリアで電気工事業を開業し暮らし始めると同時に町会

に入会。当時の会長や役員と地域について熱く語り合うことが増え、積極

的に活動に関わるようになった。会長就任は平成2年、60歳の時。在任時

に心がけたのは「相手が誰であれ、伝えるべきことはきちんと伝える」

こと。地域が待ち望んだ東伊興住区センターの新築の際にも使い勝手

を考え、構造や広さについて区と粘り強く交渉した。自分たちで管理

運営するセンターだという意識が強かったからだ。
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伊興南町会

西新井四丁目自治会！

金子實会長が語る！

Before After

もどんどん見つけてほしいと思うよ」

富士山レーダードーム館

１４ 伊興三丁目アパート自治会

久保田さんファミリー

久保田さんファミリー

（父、母、幼稚園児の

兄弟2人の4人家族）▶

伊興三丁目アパート自治会に入って2年になる久

保田さんファミリー。公営アパートは自治会に入る

ことが基本。最初は戸惑ったところもあるが、今で

は「入ったおかげで同じアパートの皆さんとお話で

きるようになった」という。もともと住んでいた民

間アパートでは、近隣の人と知り合うきっかけが無

かった。公営アパートは長年暮らしている人も多く、

気軽に声をかけてくれる。「実家が遠いので、自分

の母親と同年代の人たちから子育てのアドバイスを

聞けて、とてもありがたいです」。普段からお互い

によく知っている人たちと一緒のため、地域の活動

も参加しやすくなった。

子どもたちも近隣の人に

挨拶をすることが当た

り前に。「知り合いが

多くなって心強い。

子どもたちにとっても

良い環境です」

伊藤勝広会長

推薦！

縫製に携わってきた

お姉さんが手がけた

素敵なジャケット

跨線橋代替通路


